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一
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四
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八
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一
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日

二
一
一
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二
三
日

二
四
日

二
八
日

七
月

日

段
委
設
政
部
会
開
仙
川

選
挙
管
現
蚤
員
会
開
催

南
保
財
産
区
議
会
議
員

選
挙
執
行
に
つ
い
て

役
場
庁
舎
改
造
工
事
に
つ

い
て
業
者
と
の
契
約
な
る

盛
山
漁
村
振
興
協
議
会

符
政
区
画
特
別
委
員
会

庁
舎
改
造
工
事
着
手

営
良
指
海
員
設
問
協
議
会

朝
日
町
管
内
布
、
中
、
小

学
校
休
育
祭
於
日
前
紡
グ

ラ
ン
ロ
’
。

第
四
国
市
町
村
職
員
球
技

大
会
に
パ
レ
1
チ

l
ム
参

加
。
於
高
岡
市

議
会
総
務
蚕
員
会
開
催

関
西
電
力
回
無
郎
川
水
力
調

査
所
長
沢
田
稔
氏
外
二

氏
来
場

臨
時
会
計
検
査
行
わ
る

南
保
財
産
区
議
会
議
員
選

挙
執
行
に
つ
い
て
告
示

朝
日
町
社
会
福
祉
事
業
従

事
者
大
会
、
於
大
安
寺

海
岸
防
波
堤
破
壇
状
況
視

察
に
県
土
木
課
、
よ
り
数
名

来
町

ぎ
お
ん
祭
り

融
会
文
厚
費
負
会
開
儲

日

｛）も
φ＂＇~ 
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大
山
町
よ
り
国
体
施
設
視

察
に
来
町

第
十
三
回
全
日
本
軟
式
野

球
京
山
県
予
選
大
会
開
催

於

g
東
紡
グ
ラ
γ
ド

新
潟
水
上
保
安
部
工
務
謀

長
、
宮
崎
理
台
予
定
地
視

察
に
来
町

第
十
三
回
全
日
本
軟
式
野

球
富
山
県
大
会
決
勝
戦
を

行
い
、
水
借
球
団
優
勝
、

閉
会
式
を
仔
う

明
る
い
町
政
正
し
い
一
票

五
日

九
日

一O
日

日O
 

粟

2
技

創

宮市
い
一
票
で
楽
し
い
町
作
り

町

長

〉

町
議
会
議
員
d

選
挙
執
行
期
日
決
る

八
月
二
十
日
選
挙
執
行

八
月
一

O
B
選
挙
期
日
等
告
示

立
候
補
届
出
受
理
開
始

不
在
投
票
受
付
開
始

八
月
六
日
か
ら

補
充
選
準
人
名
簿

八
月
一

一一
日
ま
で
登
録
申
晴
期
間

日

町町

議長

の
選
挙

選
挙
人
名
簿
閲
覧
期
間

補
充
選
挙
人
名
簿
調
製

期
日

補
充
選
挙
人
名
簿
剥
製

肌
限

八
月
一
四
日
か
ら
補
充
選
第
人
名
簿

八
月
一
六
日
ま
で
縦
慌
期
間
及
び
民

脱
出
叩
立
問
問

八
月

一
六
目
立
候
補
間
出
締
切
期
日

八
月

一
七
日
間
充
選
挙
人
名
簿
鋭
議

出
・
ホ
決
定
期
限

選
挙
立
合
人
届
出
期
限

氏
名
掲
示
順
序
の
く
じ

八
月

一
八
日
氏
名
掲
示
開
始

柿
充
選
挙
人
名
待
機
定

期
日

八
月
一
九
日
叫
岡
県
設
備
完
了

不
在
者
投
票
最
終
日

八
月
二

O
日
投
禁
日
午
前
七
時
よ
り

午
後
六
時
ま
で

開
薬
事
務
に
合
せ
選
挙

会
執
行

八
月
二

一
日
選
挙
管
理
委
員
会

当
選
人
に
当
選
証
書
の

附
与

九
月
一
回
目
選
挙
連
動
費
用
報
告
掛

提
出
制
限

八
月
一

一
一日

八
月
一

一一一日

補
充
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
誇
は
お
忘
れ
な
く

任
期
満
了
に
よ
る
、
朝
日
町
議
会
議
員
及

び
町
長
の
選
挙
執
行
に
伴
い
、

左
記
に
よ

り
補
充
選
挙
人
・名
怖
を
調
製
い
た
し
ま
す

か
ら
該
当
の
方
は
一
人
揖
ら
ず
登
録
申
請

を
し
て
下
さ
レ
。

記

一、

調
製
現
在
期
日

八
月
十
二
日

二
、
登
鍛
申
請
期
間

y

八
月
六
日
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で

三
、
登
録
申
輔
の
方
法

ノ
／

用
地
は
各
支
所
叉
は
役
場
〈
総
務
飢

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
か
ら
印
鍛

持
参
の
上
申
し
出
て
下
さ
い
。

四
、
補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
べ
き
者

①
立
本
選
挙
人
名
簿
（
昭
和
三
十
二
年

九
月
十
五
日
現
在
に
お
い
て
訓
製
）

及
び
補
充
選
挙
e

人
名
簿
（
昭
和
三
十

三
年
五
月
二
日
現
在
に
お
レ
て
制
拠

）
に
琵
録
さ
れ
な
い
も
の
で
友
の
各

号
の
要
件
を
併
せ
具
備
せ
る
者
。

的
補
充
溢
挙
人
名
簿
調
製
期
日
（
昭
和

三
十
三
年
八
月
十
二
日
現
在
）
に
お

レ
て
年
令
満
二
十
才
に
速
す
る
省
、

則
ち
、
昭
和
十
三
年
八
月
十
三
日
以

前
に
出
生
し
た
者

H
W
補
充
選
挙
人
名
簿
調
製
期
日
〈
昭
和

三
十
三
年
八
月
十
二
日
現
在
）
ま
で

引
続
き
さ
一
箇
月
以
上
朝
日
町
に
住
所

を
有
す
る
者
、

即
ち
本
年
五
月
十
三

日
以
前
か
ら
引
続
き
朝
日
町
に
住
所

を
有
す
る
者
。

追

而

登

録
申
請
制
問
中
〈
八
月
六
日
か

ら
八
月
十
二
日
ま
で
現
に
効
力
を
有

す
る
選
挙
人
名
簿
を
選
挙
へ
の
閲
覧

に
供
し
ま
す
か
ら
、
一

覧
し
て
官
－
仙
附

さ
れ
て
い
な
い
方
は
期
間
内
に
お
忘

れ
な
く
申
し
出
て
下
さ
い
．

朝
日
町
南
保
財
産
区

議
会
議
員
当
選
者

七
月
五
日
執
行
の
南
保
財
産
区
議
会
縞
員

選
挙
は
無
競
争
に
て
次
の
諸
氏
が
当
選
と

な
り
ま
し
た。

グ谷

調
絶

菊
助

岩
井
定
次
郎

清

水

耕

作

長

谷

伊

松

小
林
松
次
郎

倒

幸

次

郎

選
挙
区
・

が高

畠
選
挙
区

竹
の
内
選
挙
区

選
家
区

勝
保
伊
次
郎

坂

藤

重

雄

弁

忠

幸

宇

田

与

稜

谷

口

謙

二

柏

木

由

佳

越II が町

選
挙
区

更
選
第
区
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j
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土
地
地
目
変
換

申
告
は

つ
い
て
お
額

い

土
地
合
根
聞
の
地
自
で
酒
、
畑
、
宅
得
、

山
林
、
池
、
沼
、
原
野
雑
種
地
で
現
在
宅

地
及
び
其
の
他
現
況
と
興
っ
た
地
図
が
相

当
あ
り
ま
す
。
特
に
段
地
法
第
五
条
の
許

可
を
受
け
ら
れ
所
有
権
移
転
の
登
記
を
さ

れ
乍
ら
地
目
変
換
の
申
告
を
さ
れ
な
い
方

が
沢
山
居
ら
れ
ま
す
の
で
早
速
・
地
目
変
換

の
申
告
を
登
記
所
へ
出
さ
れ
る
横
お
願
い

し
ま
す
。

な
を
土
地
合
損
法
第
三
十
二
条
の
第
一
項

に
第
極
地
に
つ
い
て
地
図
変
換
を
な
し
た

る
と
き
は

「
土
地
所
有
者
は
一

筒
月
以
内

に
こ
れ
を
登
記
所
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
り

文
第
四
十
七
祭
に
は

前
記
の
申
告
を
な
す
べ
き
義
務
の
あ
る
も

の
が
、
そ
の
申
告
を
し
な
い
と
き
は
一
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

右
の
様
な
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
該

当
さ
れ
る
方
は
申
告
を
行
っ
て
下
さ
い
。

な
を
不
明
の
点
は
役
場
財
政
課
に
て
御
相

駿
下
さ
い
。
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町
議
会
議
員

石

井

撰

氏

逝

去

な
が
ら
〈
病
気
静
養
中
の
と
こ
そ
の

効
な
く
六
月
十
四
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た。
御
茶
福
を
お
祈
り
し
ま
す



さ
れ
つ
L
あ
る
こ
と
に
思
を
い
た
さ
れ
税

の
完
納
に
協
力
さ
れ
る
よ
う
御
願
致
し
ま

す
な
お
七
月
三
十
一
日
よ
り
八
月
十
日
ま

で
約
税
強
調
に
併
せ
滞
納
整
理
を
実
施
レ

た
し
ま
す
が
滞
納
し
て
居
ら
る
L
向
は
速

か
に
納
税
さ
れ
る
よ
う
御
願
い
た
し
ま
す

昭
和
三
十
二
年
度
約
税
の
地
区
別
成
績
は

左
記
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
既
に

一
年
の
半
分
を
経
過
致
し
ま

し
た
が
何
時
も
皆
さ
ん
の
念
頭
に
こ
び
り

つ
い
て
居
る
税
金
の
方
も
、
先
月
の
町
民

税
の
賦
課
で

一
応
＝
一
十
三
年
度
分
の
謀
説

が
全
部
確
足
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

随
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
納
税
計
画
を
御
立
て
に

な
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
L
思
い
ま
す
が
も

し
未
だ
納
税
計
画
を
立
て
与
居
ら
れ
な
け

れ
ば
今
直
ぐ
計
画
を
立
て
納
税
準
備
貯
金

或
は
白
掛
貯
金
を
し
て
今
後
令
書
が
来
れ

ば
直
に
納
税
出
来
る
よ
う
準
備
を
し
て
下

さ
い
。
な
お
町
民
税
に
つ
い
て
は
不
詳
の

点
や
則
的
税
の
あ
る
方
は
脈
融
泊
外
後
一
ヶ

月
以
内
に
申
出
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
納
得
の
ゆ
か
ぬ
点
が
あ
り
ま
す
れ
ば

何
時
で
も
財
政
課
へ
御
時
山
下
さ
れ
ば
御

相
談
申
し
上
げ
ま
す
。

孜
に
滞
納
監
理
の
こ
と
で
す
が
昭
和
三
十

二
年
度
の
徴
税
成
績
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
に
よ
り
前
年
に
此
し
全
般
的
に
向

上
数
し
ま
し
た
こ
と
は
識
に
甚
ば
し
し
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
今
日
で
も
な
お

往
h

に
し
て
、
税
金
は
放
っ
て
置
い
て
も

欲
し
け
れ
ば
役
場
か
ら
取
り
に
く
る
だ
ろ

号
、
と
い
う
よ
4
な
ず
る
レ
考
え
を
持
っ

て
い
る
人
が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
遺
憾
に

思
い
ま
す
。
我
々
の
納
め
る
税
令
一
で
道
路

や
橋
梁
が
設
問
さ
れ
可
愛
い
小
供
述
の
数

一

育
施
訟
を
盤
い
、
産
業
指
興
の
此
筑
が
な

一

た

ば

こ

の

一
税
額
は
置
の
小
売
定
価
に
都
道
府
県
仁

ー

消

費

税

に

つ

い

て

一
ば
こ
梢
山
関
税
八
%
、
市
町
村
た
ば
こ
消
費

i

＼一
一l

：

税

一

一

%
（
附
和
三
十
二
年
度
ま
で
九
%

日
ふ
明
究
会
社
制

M
出
出
所
長：

t
－）
の
税
率
を
か
け
る
、

即
ち
一
日
に
「
新

こ
の
税
会
は
、

切
道
府
川
附
た
ば
こ
消
凱
税

F

生
」
一
個
喫
う
人
は
、
県
に
さ
一
円
二
十
銭

と
、
市
町
村
た
ば
こ
消
費
税
の
ご
つ
に
分

一
i
一、
町
に
四
円
四
十
銭
納
め
て
い
る
勘
定
に

れ
て
お
り
、
専
売
公
社
が
、
小
売
店
に
挺

一

t

一
な
る
。
従
っ
て
自
分
の
町
を
少
し
で
も
よ

草
を
卸
し
た
る
と
き
に
、
そ
の
小
売
店
の

一一
く
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
た
ば
こ
は
、

所
在
地
の
都
道
府
県
の
市
町
村
に
そ
れ
ぞ

一一自
分
の
町
で
と
言
う
こ
と
に
な
句
ま
す
。

れ
納
税
す
る
こ
と
γ
－
な
っ
て
い
る
、
そ
の

一

H

，．，
．
目SE
E－－

a

(2) 

⑨

納

税

に

つ

い

て

御

願

い
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山
崎
小
学
怯
ゲ
ラ
シ
ド
藍

勤
労
山
一汁

山
崎
町
内
会
で
は
小
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
約
六
百
坪

の
整
地
と
旧
校
舎
基
礎
工

事
の
取
り
こ
わ
し
作
業
を

勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
遂
行

す
る
こ
と
に
し
た
。
延
人

員
約
六

O
O人
で
七
月
十

日
か
ら
着
手
し
て
ニ
十
日

に
完
了
す
る
予
定
。

な
お
青
年
間
、

P
T
A
会

員
の
特
別
奉
仕
も
あ
る
。

’d
官

、白
h
vA

1

京
柄
、

明
前
九
日一
＝

判
明
ハ
自
卜
ト
ー

極
構
燃
拘
留
置

副
問
日
明
日
い恥
恥
町

山目

前例

伊＼探
勝
一

卿

悶

し
がい一一一一
十J
4
閣
減

額
ケ
…ゐ
各

国
側
“
一
也
国
贋

込
鰐
今
A
w
t

、か
え
る
ド
ロ
ボ
ウ
無
締
り
ね
ら
わ
れ
る

お
よ
そ
一
万
一
千
件
。
こ
れ
か
本
県
の
一
か
も
こ
れ
を
裏
書
き
す
る
か
の
よ
う
に
昨

昨
年
の
刑
法
犯
罪
で
、
戦
後
の
最
高
記
録

一年
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
被
害
の
七
割

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
余
り
が
出
入
口
か
ら
侵
入
さ
れ
て
い
ま
す

そ
の
う
ち
六
割
が
ど
ろ
ぽ
う
で
す
。
と
一
そ
し
て
表
出
入
口
か
ら
の
侵
入
が

一
喜
多

り
わ
け
恕
ひ
込
み
、
あ
き
以
な
ど
屋
内
に
一
く

a

つ
い
で
勝
手
口
、
積
出
入
口
、
そ
の

悟
入
し
て
踏
み
交
働
く
ど
ろ
ぼ
う
の
場
合

一他
の
出
入
口
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
と
被
害
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
一
つ
い
で
ね
ら
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
窓
の
ふ
め

ら
災
難
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
が
非
常
に

一
る
と
こ
ろ
、
た
と
え
ば
勝
手
口
、
使
伊
窓

多

い

の

で

す

む

一

二

階

窓

な

ど

で

す

が

、
窓
か
ら
侵
入
さ
れ

ど
ろ
ぽ
う
に
し
て
み
て
も
、
だ
れ
か
に

一
た
も
の
が

一
割
余
り
も
あ
り
ま
す
。
と
こ

日比つ
か
れ
ば
大
変
だ
と
い
う
恐
ろ
し
さ
が

了
つ
が
出
入
口
と
い
え
ば
‘
だ
れ
が
考
え
て

あ
る
む
ら
、
少
し
で
も
は
や
く
張
み
だ
し
一
み
て
も
当
然
戸
締
り
の
設
備
が
十
分
で
き

た
レ
と
い
う
気
持
が
強
い
の
で
、
は
い
り

一
て
い
る
は
ず
で
あ
る
の
に
ど
う
し
て
こ
ん

キ
す
レ
と
こ
ろ
を
さ
が
し
廻
る
の
が
普
通
一
な
と
こ
ろ
か
ら
は
い
れ
る
の
が
一

一
多
い

で
す
。
だ
か
ら
必
ず
と
L
っ
て
よ
い
位
山

一
の
で
し
ょ
う
か
。

入
口
を
ね
ら
う
訳
で
す
。
表
出
入
口
は
ど
一
ま
た
、
ど
ん
な
立
派
な
設
備
が
で
矛
て

う
か、

勝
手
口
は
ど
う
か
、
明
ん
刊
に
忍
び

一
い
て
も
、
時
た
ま
そ
の
よ
し
あ
し
を
制
ベ

込
め
る
よ
う
な
間
入
口
は
な
い
か
と
照
り

一
な
か
っ
た
り
、
戸
締
り
が
ち
ょ
っ
と
も
守

を
入
れ
て
み
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
た

一
ら
れ
な
け
れ
ば
、
設
備
が
無
い
と
向
じ
で

』
’

8 
8 

す
。

し
た
が
っ
て
戸
締
り
の
工
夫
と
と
も

に
設
備
が
こ
わ
れ
れ
ば
す
ぐ
阪
替
え
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
で
き
る
だ
け
主
婦
の
方

が
全
責
任
を
持
た
れ
て
戸
締
り
を
必
ず
守

っ
て
い
た
だ
く
事
が
最
も
た
い
せ
つ
で
す

し
か
し
、
戸
締
り
の
工
夫
と
か
、
か
．き

か
」
紋
付
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
よ
く
わ
か

っ
て
い
る
の
で
す
が
な
か
な
か
個
人
で
は

余
程
の
動
機
で
も
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た

障
害
を
絶
つ
た
め
に
も
、
防
犯
組
合
ず
ど

で
こ
の
問
題
を

4

取
り
あ
げ
、
か
ぎ
の
改
善

や
取
付
け
運
動
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ぎ
に
か
ぎ
の
取
付
け
に
つ
い
て
の
注

意
事
項
を
あ
げ
た
か
ら
多
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

そ
れ
は
引
戸
や
、
引
退
い
の
ガ
ラ
ス
戸

が
差
込
み
か
ぎ

一
本
だ
け
に
頼
っ
て
い
る

も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
差

込
み
か
ぎ
は
、
少
し
古
く
な
る
と
ラ
線
の

部
分
が
ま
滅
し
て
き
ま
す
。
ま
た
そ
の
位

置
が
ま
ん
中
に
取
付
け
て
あ
り
、
そ
の
た

め
に
ド
ラ
イ
バ

ー
等
を
戸
の
合
せ
目
に
差

し
込
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
こ
じ
る
と
は
ず
れ

て
し
ま
っ
た
わ
、
ガ
ラ
ス
を
ラ
イ
タ
ー
等

で
焼
切
っ
た
り
、

こ
わ
し
た
り
し
て
手
を

差
し
込
み
、
か
ぎ
を
簡
‘
障
に
あ
け
る
な
ど

す
る
か
ら
、
差
込
み
か
ぎ
一
本
に
頼
る
こ

と
は
危
険
で
す
。
つ
と
め
て
出
入
口
や
勝

手
窓
、
風
呂
場
の
窓
等
に
は
二
つ
以
上
の

か
ぎ
を
取
付
け
た
い
も
の
で
す
。

（
入
善
普
察
場
）

フ
ラ
ジ
ル
国
コ
l
ヒ
圏

居
期
移
住
者
の
募
集

昭
和
三
十
三
一
年
度

非

集

批

判

四

C
O
枇
箭

①
盟
一
符
な
政
策
経
験
を
布
す
る
も
の

①
枇
帯
員
は
身
体
強
健
で
ト
ラ
ホ
ー
ム

そ
の
他
の
伝
染
病
の
な
レ
こ
と

①
ブ
ラ
ジ
ル
国
に
氷
住
の
目
的
で
渡
航
す

る
こ
と

な
お
詳
し
い
こ
と
は
朝
日
町
役
場
産
業
r誠

に
お
等
ね
下
さ
い
。
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カ
て、、

壱

千

円

横

谷

み

よ

殿

壱
千
八
百
円
大
同

順
三
段

壱
千
円

野
田

親
治
殿

歪

万

円

坂

東

健

二

殿

を
千
五
百
円
木
村

源
策
出

を
千
円
戸
底
寅
次
郎
殿

を

千

円

平

田

秀

雄

般

を

千

円

谷

久

松

山臨

弐

千

円

柳

沢

武
秀
肢

を
千
五
百
円
中
川
克
治
障

を

千

円

筒

弁

与

次
郎
殿

五
千
五
百
円
由
一
四
回

穏
椅
殿

士
宮
千
二
百
円
中
川
達
二
殿

士
宮
千
円
近
江
願
治
殿

弐

千

同

村

口

清
次
殿

五
千
五
百
円

島
田
久
斉
殿

H

を
千
二
百
円

土
居
又
次
郎
監
MM

弐
千
円

古
市
繁
太
郎
尉

H
H

を
千
二
百
円

山
崎

陸
一
平
殿

M
H

六
千
二
百
円
草
野
久
也
殿

H

士
宮
千
五
百
円
大
西
吉
次
郎
駐
グ

一一定
千
二
百
司
松
岡
賢
吉
肢
グ

珪
千
二
百
円
氷
見
千
重
殿

H
H

弐

千

円

氷

見

俊

蔵

肱

M
M

壱
千
二
百
円
岡
田
忠
信
殴

H

弐

千

円

阿

部

彦
太
郎
般

ゲ

壱
千
五
百
刊
大
平
安
太
郎
監
橋
向
町

を
千
五
百
円
高
邑
零
三
郎
殿

グ

を
千
五
百
円
梅
沢
健
二
郎
股

H

壱
千
円

丸

岡

順
W
T

殿

グ

を

千

円

舟

橋

忠

雄

館

H
H

宏

千

円

泉

竹

次

郎
駐

M
H

を

千

円

根

建

勇

最

M
M

壱

千

円

水

島

末

宮
前
回

p

歪
千
五
百
円
大
村
常
次
郎
m
E
H

受
千
五
百
円
平
柳
梅
次
郎
駐
h
H

を
千
五
百
円

丸

岡

久

次

股
M
M

弐

千

円

酒

井

幸

太

殴

M
M

受
千
五
百
円

魚
符

や
え
慰

H
H

を
千
円

浜

田

武

士

院

庁

（朝
日
町
国
体
事
務
局
）

II II II ’t 

第
十
三
凶
国
体
大
会
旗
の

朝
日
町
旗
リ
ν 

コ

ォ

τι四百
F

，パペ
V
T
7次
八
h
fu

－
F
民
主
持
丸
山
肘
防
り
し
1
っ
l

”へn
va
hn
泊

hhτ
や
ま
れ
ん
ぼ
う

立
山
辿
峰

か．
、
や

輝
く
と
こ
ろ

理
想
か
ざ
し
て

ぜ
い
さ
ん

う
土

生
産
の
飲

ι

、
共
に
号
た
わ
ん

と

月・
2
叶
ん
み
ん

富
山
県
民

品
り
そ

う
の

有
磁
の
海
に

ほ
な
さ

花
咲
く
と
こ
ろ

い
O

祈
り
を
こ
め
て

せ
い
う

ぶ
ん
か

役
紀
の
文
化

と

も

き

づ

共
に
築
か
ん

と
や
ま
け
ん
円
ん

富
山
県
民

さ
ん
や

み
の
り
の
山
野

な
が流

る
L

と
こ
ろ

rい
ち

大
地
を
ふ
み
て

き
ぽ

ー

ヲ

む
ね

希
望
を
胸
に

と
も

す

、

共
に
進
ま
ん

と
や
ま
げ
ん
λ
ん

富
山
県
民

一第
十
三
回
宮
山
国
体
か
ら

富
山
県
民
の
歌
が
生
ま
る

＼ 

朝
日
町
職
員
国
体
募
金

朝
日
町
職
員
組
合
は
町
の
国
体
募
金
に
各

自
給
料
の

一
%
を
協
力
し
国
体
事
務
局
か

ら
削
日
町
国
体
協
賛
パ
ッ
チ
を

一
個
宛
送

ら
れ
た
。

。

朝
日
町
国
体
協
賛

パ
ッ
チ
で
き
る

朝
日
町
国
体
事
務
局
で
国
体
熱
の
普
及
と

募
金
の

一
助
と
し
て
国
体
協
費
パ
ッ
チ
を

左
記
に
よ
り
町
長
の
各
位
に
御
依
頼
申
し

上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

記

一

般

用

一

個

小
中
学
生
ハ
小
供
用
こ
個

、

聞こ高f・路！や朝を仰土;t f)・4 く
そI ら進L窓毛ぎ
ろかのんにら見み
えに る

あ
L
わ
わ
ら

相丹新~＇平行新！二か
むw し主和以潮1も
っき呼ょのおめ
みぶと

品、

111~：盛ナあ
清主か『寄与
くよなわ

る れ
ら

手て火ひす
を とこ
と 燃もや
りゆか
て る に

あ
L

わ
れ
ら

町

国

体

は

み

な

さ

ん

の

国
体
会
湯
小
丸
山
公
関
グ
ラ
ン
ド
賂
備
工

事
請
負
業
者
藤
田
建
設
の
櫛
械
化
作
業
に

よ
り
日
毎
に
工
事
が
進
行
し
八
月
上
旬
富

山
県
準
硬
式
野
球
国
体
出
湯
チ
1
’h
予
選

で
球
場
開
き
を
飾
り
た
い
と
関
係
者
一
同

意
気
込
ん
で
お
り
ま
す
。

。
。

み
な
さ
ん
に
お
顕
し
た
闘
体
募
金
一
七

O

万
円
に
対
し
六
月
末
日
現
在

一、

O
一
八

千
円
の
成
績
一

段
の
御
協
力
を
閥
り
た
い

町
外
篤
志
寄
問
者
芳
名
（
其
の
後
）

歪
万
円
根
建
金
一
殿
へ
大
平
出
身
）

横
浜
市
南
区
品
川
舟
町
五
ノ
七
七

五
千
円
藤
弁
順
平
殿
ハ一
二
枚
．
栴
出
身
〉

東
京
都
千
代
田
区
神
田
大
和
町
六
六

五
千
円
能
沢
与
三
蝦
ハ
下
山
新
出
身
〉

千
葉
県
結
橋
市
小
白
水
町
五
ノ
四
六
三

お
わ
び
五
月
号
あ
さ
ひ
国
体
募
金
篤
志

寄
附
者
芳
名
中
、
川
端
高
直
脳
ハ
泊
出
身
〉

は
あ
や
ま
り
、
一問
保
出
身
で
あ
り
ま
す
の

で
紙
上
訂
正
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

町
内
会
国
体
募
金
日
制
者

（
千
円
以
上）

ヱ
ハ
月
米
自
ま
で
の
町
J

芳

名

｛
内
会
よ
り
の
報
告

）

弐

千

円

水

下

留

古
川
阻
栄
町

弐

千

円

酒

井
幸
次
郎
殿

M
M

を
千
多
百
円

大
西
弥
三
郎
殿
N
H

を
千
円
大
西
方
郎
刷
版

H
H

を

千

円

上

沢

源

次

脳

M
M

受

千

円

谷

口

諮

問作
殿

M
H

受
千
円

坂

東

助

治
制限

M
H

壱

千

円

水

野

す

な

殿

H

を
千
六
百
五
十
円
一
枝
清
作
殿
荒
川
五

五
千
円

魚
津

寅

士
口
殿

下

道

下

壱

千

円

越

間

鉄

治

般

M
H

を

千

円

寺

田

知

勝

般

M
H

を
千
三
百
円
本
村
本
松
殿
荒
川
三

壱
千

円

稲

村

捨

吉

殿

M
H

弐
千
円

橘

鉄

治

殿

グ

壱

万

円

上

原

亀

蔵

殴

M
M

ー
ス
決
る

単

一
出
所
で
中
継
｜
南
保
地
区
上
小
川
防
で
中

グ

総

十

三
川
凶
民
体
育
大
会
旗
の
旗
リ
レ
l

一
継
！
奥
石
谷
上
り
口
道
路
で
中
継
！
長
野

ゲ

一
は
十
！月
四
日
第
十
二
間
開
催
地
静
附
県
庁

一
で
中
継
！
五
箇
庄
地
区
月
山
口
パ
ス
仲
間

イ

一前
を
山
発
し
、
愛
知
、

航
中
の
両
県
を
話

一
所
で
中
継
l
泊
地
区
泊
郵
便
局
前
で
中
継

リ

て

十

月
十

一
日
凶
作
で
本
山
仰
に
入
り
、
九

一l
l
宮
崎
地
区
笹
川
隔
で
中
継
l
自
動
車
使

泊
病
院
町

日
聞
に
一
旦
っ
て
県
内
を
一

巡
、
十
月
十
九
一
周
宮
崎
町
入
口
で
中
継
l
官
附
駅
前
で
中

ρ

一
日
以
季
大
会
開
会
式
切
で
あ
る
以
営
陸
上

一
統
l
境
地
区
自
動
車
使
用
境
町
入
口
で
中

H
H

一
間
技
場
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
一
継
｜
境
橋
。
境
橋
か
ら
自
動
車
法
問
l
役

本
町

J
」の
う
ち
判
日
町
の
コ

i
ス
区
間
臼
れ
は
一
場
前
。
役
場
で
宿
泊
十
月
十
三
日
午
前
七

グ

十

月

十

二

日

舟

見

町

か
ら
野
中
池
区
舟

一
時
役
場
出
発
！
赤
川
、
小
川
で
入
善
町
に

川
橋
で
午
後
三
時
一一一十
七
分
引
継
、
野
中

一
引
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
。
旗
リ

小
学
校
前
で
中
継
｜
大
家
丘
地
区
下
山
新
一
レ
l
参
加
隊
員
等
実
施
計
繭
に
関
し
て
は

で
中
継
1

大
家
庄
小
学
校
前
白
・継
’i
山
崎

一朝
日
町
体
育
協
会
が
中
心
と
な
り
各
国
体

地
区
殿
町
井
榔
柿
で
中
継
｜
岩
崎
パ
ス
停

一
の
協
力
を
得
て
実
施
の
は
こ
び
。

金
三
十
円

金
二
十
円
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全
日
本
軟
式
野
球
大
会
富
山
県
予
選

天
息
賜
否
情
’
譜
第
十
三
回
全
日
本
軟
式
野

－

球
大
会
富
山
県
予
選
は
七
月
五
日
よ
り
十

－

日
ま
で
日
東
紡
績
球
湯
に
お
い
て
白
山
県

一割

一
日

野
球
連
盟
、
朝
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